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メ

空
き
家
バ
ン
ク

　
　
実
績
報
告

　平成24年より始まった空き家バンク等を利用して、平成29年３月31日
までに127名の方が遊佐町に移住されました。空き家バンクは、空き家を
貸したい・売りたいという所有者と、空き家を借りたい・買いたいという
移住希望者等とをつなぐ制度です。登録いただいた空き家は、遊佐町IJUタ
ーン促進協議会のHP上に掲載しています。
　「表１」は、平成24年度からの空き家バンク実績です。年々移住世帯数
や人数が増えていることがわかります。
　平成28年度の傾向としては、「表２」のとおり、30代までの移住者が多
いことです。平成28年度移住者の55%が、20〜30代となっており、10代
以下の子ども達と合わせると88%になります。また、県内からの移住・U
ターンの方はここ数年増え続けています。家族を連れてUターンした方々
も半数近くの10件になりました。
　各地区の区長さんや、地域の皆さまから協力をいただき進めていますが、
空き家バンクの最大の課題は、空き家登録に時間がかかることです。もし、
お近くで新しく空き家になった物件がありましたら、定住促進係または集
落支援員までご連絡をお願いします。また、空き家の所有
者の方が一時帰省されていたら、空き家バンクという制度
があると一言伝えていただければと思い
ます。

　平成28年度の空き家
バンクの実績と、利用
者の声をご紹介します。

平
成
28
年
度

表1　空き家バンク実績
年　度 24 25 26 27 28 計

登録件数（※1） 2 7 12 31 21 73

利用希望件数 8 20 16 39 36 119

成約数（※2） 1 4 8 17 19 49

移住世帯数
（人数）

1
（2）

5
（13）

8
（24）

17
（28）

22
（60）

53
（127）

※1 登録取り下げ、2年間の期限切れ分を除く
※2 町内の方が成約したものを含む

表2　平成28年度の移住者
　　　移住時の年齢と移住前の居住地

年齢

～10代 20〜
　30代

40〜
　50代 60代～ 計

20 33 2 5 60

居住地

県外 県内 計

26 34 60

空き家バンクを通して成約した２つの物件の所有者さんに聞きました！
①
登
録
の
き
っ
か
け

②
築
年
数
／
空
き
家
に
な
っ
た
年

③
登
録
し
て
良
か
っ
た
こ
と

④
登
録
し
て
大
変
だ
っ
た
こ
と

⑤
そ
の
他
ひ
と
こ
と

①
近
所
の
方
に
紹
介
さ
れ

て
②
築
36
年
／
平
成
26
年

③
適
任
の
方
に
出
会
え
、

託
す
こ
と
が
で
き
た

④
心
情
的
に
ふ
る
里
が
遠

く
な
る
気
持
ち
の
整
理

⑤
地
域
に
溶
け
込
ん
で
、

長
く
住
ん
で
い
た
だ
き

た
い

①
集
落
支
援
員
か
ら
紹

介
さ
れ
て

②
築
29
年
／
平
成
24
年

③
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

家
も
長
く
生
き
ら
れ
る

④
夏
に
家
財
等
を
処
分

す
る
の
は
暑
く
て
大
変

だ
っ
た

⑤
も
っ
と
バ
ン
ク
制
度
を

宣
伝
し
て
ほ
し
い

物件登録の スス

平成28年5月登録・8月成約 平成28年1月登録・11月成約

家財の整理にも補助制度があります
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空き家バンクで
U・I ターン
しました！

　平成26～28年度に遊佐町にUターン・Iターン(移住)
した皆さまの中から5組のご家族を紹介します。

①Uターン・移住のきっかけ
②遊佐を選んだ理由
③Uターン・移住して良かったこと
④Uターン・移住して困ったこと
⑤その他ひとこと

①子どもが小学校にあがる
前に、沖縄本島や酒田
市など色々探した中で、
遊佐に出会った。
②自然豊かな環境でのびの
びと子どもを育てたいという夫婦の方針。
③水がきれい、歩いて行ける距離に湧水が出ているのでお茶や
コーヒーに使ってもおいしい。
④いまのところ特にない。
⑤移住というのは、多くの選択の中で、何を重要視しているか
ということが大切。私たちの場合、第一条件は水でした。
それが豊富で、豊かな場所が遊佐にはありました。

①子どもの誕生をきっかけ
に、環境の良い所で子育
てをと考えて。
②タイミング良く環境も建
物も気に入ったものに出
会えた。
③都会の喧騒から一歩離れて自分たちのペースで暮らせること。
先輩移住者や集落の人から助けてもらって、特に子どもはみ
んなから可愛がってもらっている。
④公共交通機関が不便、特に冬場はJRが止まってしまう
⑤四季ごとに移り変わる鳥海山を眺めながら、人間らしい時間
の流れで生活できると思いますよ。

①会社の転勤
②生まれ育った遊佐で子育
てしたいと思ったから。
③両親も近くに居るので、
共働きでも子育ての面な
どでサポートしてもらえる
ところ。
④休日に出かける用事と地域の活動が被ってしまうこと。
⑤遊佐町は子育てがしやすい環境が整っています。ゆっくりと
自然を感じながら住むには良い町ですよ！

①趣味の登山や釣り、自転
車でよく遊佐に来ていて、
「いつか住みたいの」
と話していた。
②鳥海山が近くて、景色が
綺麗なこと！家の前を流
れる八面川と桜の木も最高！
③一戸建てを安価な賃料で借りられて、生活用水として、井
戸水が使えること。
④冬に引っ越して来たので、当初は寒くて大変だった。
⑤これからも、遊佐の四季を感じながら、ゆっくり過ごして行き
たいです。

①子どもが生まれるのをき
っかけにアパートではな
く一軒家に。
②子どもに豊かな環境で
伸び伸びと育ってほしい、
購入時のさまざまな支援
がある。
③移住するまで・してからの地域の皆さまからの温かいサポー
ト、就農するための指導や手助けがある。
④病院や保育園等の関係施設や就農に関しての情報を集めき
れていなかった。
⑤これから移住される方々は、ぜひ事前の準備と情報整理をし
っかりとした上で進めてみてください。

　空き家に明かりがともり、夕食時にはどこか
らかカレーの香り、そして家族の笑い声が聞こ
えてくる町になるような取り組みをすすめてい
ます。
　空き家に関することだけでなく、町外に住む
家族のUターン、移住を希望している友人に関
することなど、何でも相談ください。
●問／企画課定住促進係　☎28-8257

集落支援員　　　　☎72-3941
（Aコープ２階 創業支援センター）

小山さん一家
平成28年度Iター

ン

沖縄県より

猪飼さん一家
平成26年Iターン

神奈川県より

小林さん一家
平成28年度Uター

ン

山形市より

御船さん一家
平成28年度Iター

ン

酒田市より

常田さん一家
平成27年度Uター

ン

酒田市よりお問い合わせはこちら！
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3
月
18
日
㈯
～
26
日
㈰
の
9
日
間
、
平

成
28
年
度
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ル
ノ
ク
市
派

遣
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
町

内
の
中
高
生
等
を
姉
妹
都
市
で
あ
る
ソ
ル

ノ
ク
市
に
派
遣
す
る
事
業
で
、
交
流
を
と

お
し
、
未
来
の
遊
佐
を
担
う
中
高
生
を
広

い
視
野
と
国
際
感
覚
を
備
え
た
人
材
と
し

て
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
団
員
は
、
中
学
生
12
人
、
高
校

生
3
人
を
含
む
18
名
。
昨
年
12
月
14
日
に

任
命
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
文
化
や
歴
史
、
言
語
を
学
ぶ
研
修
を

受
講
、
そ
し
て
8
泊
9
日
間
の
派
遣
を
行

い
ま
し
た
。
帰
国
し
た
団
員
か
ら
は
「
文

化
や
考
え
方
の
違
い
や
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
海
外
で
の
体
験
は
そ
れ
ぞ
れ
の

将
来
に
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
来
年
は
遊
佐
町
と
ソ
ル
ノ
ク
市
の
交
流

が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

区　分 No 氏　　名 性別 勤務先・学校名※

団　　長 1 平　　　靖　夫 男 いなか暮らし
遊佐応援団

中 学 生
団 　 員

2 阿　部　航　大 男 遊佐中１年

3 安　藤　菜々子 女 遊佐中１年

4 佐　藤　朱　莉 女 遊佐中１年

5 佐　藤　ほのか 女 遊佐中１年

6 伊　藤　來　夢 女 遊佐中２年

7 茨　木　千　奈 女 遊佐中２年

8 江　川　龍之介 男 遊佐中２年

9 斎　藤　愛　彩 女 遊佐中２年

10 佐　藤　　　空 男 遊佐中２年

11 佐　藤　美　紅 女 遊佐中２年

12 本　間　　　萌 女 遊佐中２年

13 松　宮　里　穂 女 遊佐中２年

高 校 生
団 　 員

14 池　田　理　乃 女 酒田西高１年

15 斎　藤　真梨恵 女 酒田西高１年

16 冨　樫　未　来 女 遊佐高２年

一般団員 17 渡　会　冬　美 女 じろべ農園

事 務 局 18 畠　中　英　里 女 健康福祉課

３
／
１８
～
26  

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

平成28年度　派遣団員名簿

※「勤務先・学校名」は、派遣時点のものです。

姉妹都市ハンガリー・ソルノク市
派遣事業報告

平成
28年度
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1日目 役場で出発式、成田に宿泊
2日目 日本出発、ブダペスト到着
3日目 ブダペスト市内観光、ホストファミリー対面式
4日目 ソルノクでホームステイ（市役所・県庁訪問等）
5日目 ソルノクでホームステイ（幼稚園・小学校訪問等）
6日目 在ハンガリー日本大使館表敬訪問
7日目 ウイーン市内観光
8日目 ウイーン出発
9日目 日本到着、役場で到着式

　今回ハンガリー・ソルノク市派遣事業に参加した派遣団に
よる帰国報告会を開催します。派遣団として学び体感してき
たこと、体験談をお話しします。国際交流に関心をお持ちの
方、今後の派遣事業への参加をお考えの方はぜひご参加くだ
さい。
●日時／５月13日㈯　午前11時～正午
●場所／役場１階　議事所
●内容／写真を交えての派遣事業報告、団員による感想発表
●参加申込／申し込みは不要です。当日直接会場にお越しく
ださい。

●問／企画課企画係　☎72-4523

派遣事業の主な行程平成28年度派遣事業帰国報告会

「日本の代表」の心構えで行ってきます

アイドルのサイン会のような盛況ぶり

ホストファミリーともすっかり仲良し

有名な絵画を間近で見学

研修会のようす

大使のお仕事を学びました

かわいい幼稚園児とのふれあい

魚肉ソーセージづくりに挑戦

世界遺産を前に記念撮影

習字も大人気！

ハンガリー・ソルノクでの想い出を
写真でご紹介します！
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　遊佐町婚姻届は町民課窓口で希望者に配布、受理しています。町のHPから
もダウンロードできます。ご予定のある方、ぜひ利用してみませんか？
●問／町民課町民係　☎72－5885

　町のシンボルといったらやっぱり
「鳥海山」！！ 広がる青空と鳥海山
が二人を祝福しているようなイメー
ジで、花吹雪やメッセージを入れま
した。より多くの方から使ってもら
えるように、おしゃれなデザインを
めざしました。

　町のイメージキャラクター「米～
ちゃん」は、実は３世代６人家族。
米～ちゃんファミリーのように幸せ
な家庭を築いていってほしいとい
う願いを込めました。ハートやピン
ク系のかわいらしいデザインで、左
上の米～ちゃんがワンポイントで
す！

ピンクのハートの中に米～ちゃん
ファミリーが見えかくれ！

かわいらしいタイプ

オリジナル婚姻届が
　　 完成しました！！

01

02おしゃ
れな

デザイ
ン

可愛い
デザイン

ついに、遊佐町でもオリジナルの婚姻届が完成しました！
注目度の高い部分にモチーフを配置して、可愛いデザインとおしゃれなデザインの２種類を
用意。より多くの方から利用してもらえるように作りました。

遊佐町のシンボル
「鳥海山」をモチーフ！

大人っぽいタイプ

遊佐町の
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

　
　
ふ
る
さ
と
想
ひ
び
と

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て

三
菱
商
事
㈱
と
い
う
総
合
商
社
に
勤

め
て
お
り
、
現
在
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
す
る
事
業
者
に
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
販
売
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
山
形
県
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
て
、
既
に
遊
佐
で
も
民

間
企
業
が
風
力
発
電
事
業
な
ど
運
営
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
バ
ー
な
言
い
方
に
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
国
家
存
続
の
礎
で
あ
り
、
使
命
感
と

責
任
感
、
誇
り
、
や
り
が
い
を
持
っ
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

時
を
は
じ
め
と
す
る
緊
急
時
の
石
油
の

調
達
、
供
給
を
通
じ
て
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
維
持
す
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
２
０
１
６
年
７
月
末
、
津
波
堆

積
物
の
研
究
者
で
あ
る
平
川
一
臣
先
生

（
北
大
名
誉
教
授
）
を
飛
島
に
お
招
き

し
、
飛
島
の
新
津
波
想
定
を
読
み
解
き
、

防
災
に
役
立
て
る
た
め
の
講
演
会
と
津

波
堆
積
物
の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

津
波
堆
積
物
と
は
、
過
去
の
津
波
に

よ
っ
て
運
ば
れ
た
砂
や
礫
な
ど
が
地
層

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
こ
と
で
す
。
飛

島
の
津
波
堆
積
物
は
日
本
海
側
の
津
波

の
痕
跡
を
示
す
重
要
な
も
の
で
、
地
層

か
ら
は
過
去
に
大
き
な
津
波
が
あ
っ
た

履
歴
（
１
８
３
３
年
の
庄
内
沖
地
震
、

９
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
も
の
な
ど
）

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

海
岸
に
見
ら
れ
る
テ
ー
ブ
ル
状
の
岩
塊

（
隆
起
ベ
ン
チ
）
は
、
過
去
の
直
下
型

地
震
に
よ
る
地
盤
の
隆
起
に
よ
る
も
の

だ
そ
う
で
す
。

震
源
（
波
源
）
地
と
な
る
断
層
の
想

定
に
よ
っ
て
津
波
の
規
模
、
到
達
時
間

は
異
な
る
の
で
、
た
と
え
津
波
が
島
を

襲
っ
て
も
避
難
で
き
る
可
能
性
は
大
い

に
あ
り
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、

併
せ
て
、
直
下
型
地
震
に
対
す
る
備
え

や
防
災
隣
組
単
位
で
の
助
け
合
い
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

島
民
の
皆

さ
ん
と
現
地

見
学
会
を
実

施
す
る
こ
と

で
、
過
去
の

津
波
の
痕
跡

を
目
で
、
肌

で
感
じ
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。
飛
島

の
津
波
堆
積

物
は
飛
島
の
大
地
の
な
り
た
ち
を
知
る

遺
産
で
す
。
今
後
は
、
住
民
防
災
、
観

光
防
災
の
意
識
を
高
め
、
防
災
教
育
に

お
い
て
も
、
住
民
参
加
の
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
の
た
め
に
も
貴
重
な
ジ
オ
サ
イ
ト

に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

遊
佐
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
遊
佐
町
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃
、
父
と
弟

と
よ
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
の
で

今
で
も
鮮
明
に
町
の
景
色
を
覚
え
て
い

ま
す
。
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
自
然
の

美
し
さ
、
恵
み
、
豊
か
さ
を
学
び
ま
し

た
。
遊
佐
町
も
他
の
市
町
村
と
同
様
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た

め
に
、
ま
た
子
ど
も
の
頃
に
感
じ
た
恵

み
や
豊
か
さ
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た

め
に
、
恩
返
し
が
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

幸
い

同
級
生

も
多
く

遊
佐
町

で
活
躍

し
て
お

り
、
ま

た
私
も

仕
事
を

通
じ
て

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
人
脈
も
で
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
帰
省
す
る
度
に
、
友

人
と
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、
恩
返
し
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

第13回

故
郷
は
不
変
で
す

三菱商事株式会社

東北公益文科大学
公益学部（環境社会学）
教授

昭和43年₇月

（とびしま未来協議会事務局長）

（五日町）
池田　大介さん

呉　　尚浩 氏

《
第
29
回
》

ジ
オ
パ
ー
ク
と
防
災

〜
飛
島
の
津
波
堆
積
物（
下
）

右から二人目が本人

飛島(八幡崎)の津波堆積物の現地見学会。住民、公益大生と共に
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４
月
５
日
、
平
成
２５
年
１
月
に
町
と
生

活
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
庄
内
み
ど
り
農
協
の

３
者
で
締
結
し
た
「
地
域
農
業
と
日
本
の

食
料
を
守
り
、
持
続
可
能
な
社
会
と
地
域

を
発
展
さ
せ
る
共
同
宣
言
」
に
基
づ
く
事

業
の
一
環
と
し
て
、
パ
レ
ス
舞
鶴
に
て
共

同
宣
言
事
業
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
山
形
大
学
農
学
部
副
学
部
長
で

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

事
務
局
長
の
小
沢
亙
教
授
が
「
６
次
産
業

化
と
地
域
定
住
農
業
者
育
成
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
農
業
の
６
次
産
業
化
（
生
産
・

加
工
・
販
売
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推

進
）
の
現
状
と
課
題
に
触
れ
、
「
こ
れ
か

ら
の
農
業
の
新
た
な
課
題
は
購
買
者
の
信

任
を
得
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
農
業
者

が
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
経
営

者
能
力
開
発
に
よ
る
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

更
に
、
町
が
実
施
し
て
い
る
遊
佐
町
チ
ャ

レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
事
業
や
他
自
治
体
の
取

組
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
新
た
な
課

題
の
解
決
、
定
住
・
就
農
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
行
政
、
生
活
ク
ラ

共
同
宣
言
事
業

「
６
次
産
業
化
と
地
域
定
住
農
業
者
育
成
」
講
演
会  

開
催

春の火災予防運動を実施

ご入学おめでとうございます！

ブ
、
農
協
、
関
係
団
体
が
連
携
し
た
多
様

で
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
」
と
講

演
し
、
約
８０
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き

入
り
ま
し
た
。

　

共
同
宣
言
事
業
で
は
今
後
も
、
移
住
定

住
促
進
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
分
野
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
な
ど
の
環
境
分
野
、

資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
な
ど
の
農
業
振

興
分
野
に
つ
い
て
３
者
連
携
に
よ
る
事
業

推
進
を
図
り
ま
す
。

行政、生活クラブ、農協、関係団体が連携したサポートが重要です

万全の態勢で防災活動に取り組みます

今年度入学児童・生徒数

　遊佐町では４月２日に春季火災予防パレード
が、４月９日～15日にかけて春季火災予防運
動が実施されました。火災予防運動では、遊佐
町消防団や遊佐分署の皆さんが町内全域をパト
ロールしながら火災への注意を呼びかけました。
遊佐町では今年すでに２件の火災が発生してい
ますが、これからも気を引き締めて火災予防に
努めましょう。

　４月７日に遊佐中学校、８日に町内の各小学
校で入学式が行われました。
　今年度の小学１年生は合計
110名で、中学１年生は104名
となりました。各小学校ごと
の内訳と男女別人数について
は左表をご覧ください。

男 女 計

蕨岡小学校　　 11 7 18

遊佐小学校　　 17 19 36

高瀬小学校　　 11 6 17

吹浦小学校　　 6 11 17

藤崎小学校 11 11 22

遊佐中学校　　 55 49 104

まち
の

話題
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３
月
２２
日
、
役
場
議
事
所
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
６
名
の
皆
さ
ん
が
１

年
間
活
動
し
て
き
た
こ
と
や
今
後
の
抱
負

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
加
藤
隊
員
、

藤
川
隊
員
、
駒
井
隊
員
は
協
力
隊
初
年
度
、

そ
し
て
遊
佐
町
に
移
住
し
て
１
年
目
と
い

う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
の
こ
も
っ

た
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
後
藤

隊
員
、
福
岡
隊
員
、
島
貫
隊
員
は
任
期
終

了
を
向
か
え
、
遊
佐
町
で
活
動
し
て
き
た

総
ま
と
め
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
協
力

隊
退
任
後
も
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

４
月
１２
日
、
遊
佐
高
等
学
校
で
デ
ュ
ア

ル
実
践
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
デ

ュ
ア
ル
実
践
と
は
、
受
講
す
る
生
徒
が
積

極
的
に
地
域
と
関
わ
り
、
働
く
こ
と
を
通

し
て
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
半
年
間
に
わ
た
る
長
期
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
授
業
で
す
。
ま
た
、

遊
佐
高
校
と
地
元
企
業
・
団
体
、
町
や
商

工
会
、
P
T
A
が
協
力
し
て
行
う
、
「
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
生
徒
を
育
て
る
教

育
」
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
遊
佐
高

等
学
校
２
年
生
１８
名
が
、
６
つ
の
新
規
受

け
入
れ
事
業
所
を
含
む
町
内
１４
の
協
力
事

業
所
で
就
業
体
験
を
行
い
ま
す
。

平
成
２８
年
度  

遊
佐
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

「
働
く
大
人
」
か
ら
学
ぶ　

　
　
　
　
　
　
…
遊
佐
高
校
で
デ
ュ
ア
ル
実
践
ス
タ
ー
ト

フォト
  トピックス

Photo
Topics

歴代の想いをつないだ義援金

バリアフリーなまちづくりを

 春の交通安全県民運動

　３月23日、少年議会より東日本大震災の義援金
71,169円をいただきました。この義援金は第９期か
ら第14期までの歴代の少年議会が集めてくれたもの
です。どうもありがとうございました。

　３月24日、酒田シーサイドライオンズクラブ（会
長 阿部雅彦氏）より西遊佐まちづくりセンターに車
イスが寄贈されました。新しい西遊佐まちづくりセン
ターと共に、よりバリアフリーな地域の構築に活用し
ていきます。どうもありがとうございました。

　４月６日、酒田警察署で春の交通安全県民運動出発
式が開催されました。出発式では、スマートドライバ
ー宣言として安全運転を呼びかける「もっけだの～五
則」を唱和。その後、各地区へ出発し交通安全広報を
行いました。

任期を終える隊員は協力隊活動の総まとめ

堂 と々決意表明を行う遊佐高生
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まちかど

読者の広場

Town Voice

町
内
各
地
で「
や
さ
ら
」行
事

…
村
内
安
全
を
祈
願

　

４
月
１
日
に
平
津
地
区
で
、
４
月
４

日
に
は
中
山
地
区
と
樽
川
地
区
で
「
や

さ
ら
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
や
さ
ら
は

災
厄
や
疫
病
を
神
と
し
て
祭
り
上
げ
、

おたより大募集！
日頃感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72-4523

まち協インフォメーション

「
遊
佐
の
や
さ
ら
行
事
」
と
し
て
D
V
D

を
制
作
し
、
今
後
の
継
承
活
動
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
D
V
D
は
図
書
館
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
山
河
川
公
園
桜
ま
つ
り
２
０
１
７

青
空
の
下
開
幕

　

４
月
１４
日
、
中
山
河
川
公
園
桜
ま
つ

り
２
０
１
７
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

桜
は
ま
だ
蕾
で
し
た
が
、
鳥
海
山
の
映

え
る
青
空
の
下
で
桜
ま
つ
り
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。
当
日
は
甘
酒

と
桜
餅
の
振
る
舞
い
や
、
ユ
ザ
ブ
ル
ー

ム
ジ
ュ
ニ
ア
指
導
者
堀
寿
人
氏
と
酒
田

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
山
崎
千

佳
氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
中
山
河

川
公
園
の
河
川
敷
を
散
策
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

ちょっとひと休み。まちづくりセンターさ来てみれ～！！
　以前図書室だった部屋が、くつろぎスペースに変身しました。
おしゃべりするも良し。新聞や本を読んだりするも良し。地域の
皆さんの交流の場として活用していただきたいと思います。
　春になり、農作業等も忙しくなりますが、ちょっとひと休み。気
軽に遊びに来てください。
　これからも地域の皆さんの意見を取り入れて、もっともっと身
近なセンターをめざします。
●問／蕨岡まちづくり協会　☎72-2231

巨大なやさら人形を担ぐ平津の「弥皿」

蕨岡

村
の
外
へ
と
追
い
、
そ
の
除
去
を
願
う

「
神
送
り
行
事
」
の
一
つ
。
平
津
地
区
で

は
藁
で
巨
大
な
や
さ
ら
人
形
を
作
り
、

若
者
た
ち
が
担
い
で
村
内
を
巡
り
ま
す
。

　

一
方
中
山
・
樽
川
地
区
で
は
、
３０
㎝

ほ
ど
の
や
さ
ら
人
形
を
各
家
庭
で
作
り

ま
す
。
人
形
は
子
ど
も
た
ち
が
持
ち
、

「
や
さ
ら
人
形
送
ん
ぜ
」
と
唄
い
な
が
ら

洗
沢
川
ま
で
持
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
津
の
や
さ
ら
行
事
は
、「
弥
皿
行

事
」
と
し
て
平
成
２９
年
３
月
２２
日
に
町

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
人
形
に
託
し
災
厄
の
退
散
や
村
内

安
全
を
祈
願
す
る
行
事
は
、
遊
佐
の
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
平
津
、
樽
川
、
中
山
の
３
地
区
の
み

に
残
る
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
や
さ
ら
行
事
に
つ
い
て
は
、

中山・樽川のやさらは子どもたちが主役

今年は青空の下でのオープニングとなりました

ホット
ライン
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集落支援員だより

Yuza Town Hotline

観
光
協
会
１０
周
年
記
念
式
典

　

３
月
２２
日
、
鳥
海
温
泉
遊
楽
里
に
て

N
P
O
法
人
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会
設
立

１０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
協
会
は
平
成
１８
年
３
月
に
N
P
O

法
人
の
設
立
認
可
を
受
け
て
以
来
、
中

山
河
川
公
園
桜
ま
つ
り
や
遊
佐
町
民
花

火
大
会
、
鮭
の
つ
か
み
ど
り
大
会
や
ゆ

ざ
町
鱈
ふ
く
ま
つ
り
な
ど
、
町
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
鳥
海

山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
等
、
町

の
観
光
機
運
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
遊
佐
町
の
魅
力
的
な
観

光
情
報
を
全
国
に
発
信
し
、
元
気
な
町

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

龍
頭
寺
で
案
内
冊
子
を
刊
行

無
料
で
配
布
し
ま
す

　

龍
頭
寺
は
平
成
２８
年
に
国
指
定
史
跡

鳥
海
山
の
追
加
指
定
、
ま
た
平
成
２７
年

に
国
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
受
け

新米！集落支援員をよろしくお願いします。 
　新しい集落支援員として就任しました、渋谷一行（八日町）です。
　４月のスタートから、移住を希望される方への空き家案内や、空
き家を所有している方へのあいさつ回りなど対応に追われています。
遊佐町に住みたい理由、空き家になった理由はさまざまですが、ど
ちらの声も聞取りをし、遊佐町の空き家がひとつでも減らせるよう
努めてまいります。集落内で見かけたときは、気軽に声をかけてく
ださい。よろしくお願いします。
集落支援員　若狭俊一（写真右）、渋谷一行（写真左）
☎72-3981　FAX28-8455（集落支援員事務所：Ａコープゆざ店２階）

■一言／
　社会福祉法人遊佐厚生会に勤務していま
す。ご年配の方と触れ合うのが好きで、ゆ
うすいさんには中学高校・専門学校の時に
職場実習やボランティアでお世話になり、就
職を希望させていただきました。はじめは
入居者の方とのコミュニケーションやオム
ツ交換など、難しさを感じることもありま
したが、先輩職員の方からアドバイスをい
ただき、また何度も関わることで、今では
一つひとつの出来事にやりがいや喜びを感
じながら仕事ができるようになっていきま
した。利用者の方との会話はすごく楽しく、
笑顔をいただけるとやりがいを感じます。
　仙台の専門学校に行き、近くに球団があ
ったことがきっかけで野球を観戦しに行く
ようになりました。今でも学生時代の友人
と、スケジュールを合わせて東北楽天ゴー
ルデンイーグルスの試合を見に行ったりし
ています。
■町への要望／
　私は昔、少年議会に参加していたのです
が、イベントの情報が町民の方に伝わりき
らないことが多いと感じました。もっと情
報を伝える力を高めて、町民の皆さんが一
体感を感じるようなまちづくりをしてほし
いです。
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利用者の方から元気を貰っています

土門　光さん（大井）
Hikaru Domon
平成４年生まれ

先輩の若狭俊一さん（右）と

式典には多くの参加者にご来場いただきました
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新たな岩石採取計画の規制を巡って会社側が提訴

　昨年の11月に町が規制対象事業として認定した臂曲地
内における新たな岩石採取事業計画の規制を巡って、川越
工業㈱は去る２月20日に町を被告として山形地方裁判所に
提訴しました。
　これに対し町は、あくまでも遊佐町の健全な水循環を保
全するための条例の規定に基づく決定であるとし、係争す
る意向を示し去る４月25日の第１回口頭弁論に臨みました。
　以下、訴状の概要について説明します。なお、訴状の写
しについては山形地裁のほか役場内でも閲覧できます。

岩石採取現場より

会社側の請求内容
　1点目は、町が平成28年11月8日付けで会社側に対
してなした、遊佐町の健全な水循環を保全するため
の条例（以下「町条例」という。）に定める規制対象
事業に該当すると認定する旨の処分（以下「本件処分」
という。）を取り消すこと。2点目は、本件処分の取
り消しが認められない場合は、会社側の損失補償と
して2億円余りを支払うこと、となっております。

本件処分は違法
　会社側の主張としては、町条例が採石法などの法
令に違反しており、また、憲法が保障する営業の自
由なども侵害することから無効である。さらに、町
条例に基づく本件処分も、指導配慮義務違反があり
違法であるとの言い分です。そして、本件処分が有
効とされた場合は、本来認可されたであろう3年間の
採石により得ることのできた利益を補償せよという
内容です。

水循環の保全は絶対に必要
　町民のほとんどが鳥海山を取り巻く水循環の保全
や水資源の確保を望んでいる中で、大切な水環境を
後世に残すことは町の使命であると認識しておりま
す。今後とも町民の皆様と一丸となって取り組みを
進めてまいりますので、ご理解、ご協力をよろしく
お願いします。

岩石の搬出が再開
　現在、臂曲地区の採石場内には、昨年の12月まで
に認可された採石計画により掘削された岩石が場内
にストックされています。このストック分の搬出に
ついては掘削を伴わない以上、採石に当たらないこ
とから、今年4月から同社による搬出が再開されてお
ります。
　町では、これまでどおり運行や緑化について定期
的な点検を行うこととしておりますが、交通安全を
含めた周辺地域に対する配慮については、かつて締
結した認可に伴う協定書に準じて行うよう会社側へ
申し入れしておりますので、お気付きの点がござい
ましたら、下記担当までご連絡願います。
●問／企画課企画係　☎72-4523

　使用済み小型家電に含まれる非鉄金属等の再資源化とごみの減量
のため、使用済み小型家電の無料回収を実施します。
●実施期間／４月26日㈬から５月12日㈮まで（※土日祝日を除く）
●受付時間／午前９時～午後４時（※料金は無料です）　●引き渡し場所／役場　地域生活課環境係
●引き渡し手順／①　引き渡し場所にて所定用紙に必要事項（住所、氏名、引き渡す小型家電の種類及び数

量等）を記入します。
　　　　　　　　②　担当職員の指示に従い小型家電を引き渡します。
●回収品目／パソコン、携帯電話、タブレット、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ゲーム機、DVDプレイ
　　　　　　ヤー、地デジ・ＢＳチューナー、ワープロ（これらの品目以外は回収できません）
　　　　　　※ブラウン管型モニター・プリンター不可
　　　　　　※個人情報を含む家電は引渡し前に個人データは完全に消去してください。
●問／地域生活課環境係　☎72－5881

使用済小型家電回収のお知らせ（実施中）
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生涯学習センター展示事業 遊佐町
四大祭の
ひとつ

諏
す わ べ

訪部祭
さ い

に
� おいでください

●と　き／５月15日㈪　午前10時～
●ところ／八日町　本願寺
　文化元年（1804）、大地震と鳥海山の噴火でこの
地域が大きな被害を受けたとき、遊佐郷の代官だっ
た諏訪部権三郎定令（すわべごんざぶろうさだと
し・1751～1809）が、郷蔵を開けて人々に米を与え、
多くの命を救ったといわれています。
　諏訪部権三郎は、殿様の許可なしに郷蔵を開けた
ために、役替えをさせられ、遊佐を離れましたが、
人々はその思いに報いるために本願寺入り口に石碑
を建て、毎年５月15日に感謝の祭りを行っています。
●問／企画課まちづくり支援係　☎72-4524

　可憐な草花が、遊佐への春の訪れを感じさせ
てくれる山野草の展示を行います。
●期間／５月13日㈯～14日㈰
●場所／生涯学習センター　２階　大会議室
●内容／町内の方々の協力により季節の山野草、
約500鉢を展示します。14日㈰正午から山野草
料理の試食コーナーで、てんぷら等をふるまい
ます。続いて午後１時から遊佐山野草会会員に
よる植物の説明を行います。
●問／生涯学習センター　☎72-2236

春の山野草展

　鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会では、ジオパークの見どころ「ジオサイト」を案内するガイドの養
成講座を開催します。ガイドはジオパークの柱です。私たちのふるさとを学び、来訪者や地域の子どもた
ちに伝えてみませんか。
●期日／６月10日㈯～11月下旬まで（土日開催、全10回程度）　●定員／20人程度（先着順）
●内容／座学、フィールドワーク、ワークショップ等
●対象／鳥海山・飛島の自然や歴史に関心があり、受講後にガイドとして活動可能な方
●費用／昼食代、飛島渡航費など（受講料は無料）
●募集締切／６月２日㈮　※定員に達し次第締め切ります。
●問・申／鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会事務局（秋田県にかほ市役所象潟庁舎内）  ☎0184-62-9777

日時・会場 内　　　容 講　師
１ 6/10㈯　9：00～15：30

鳥海温泉「遊楽里」
オリエンテーション 協議会研究員

岸本　誠司 氏鳥海山・飛島ジオパークの概要
講義「ジオパークと地域振興」 秋田大学講師

植村　円香 氏

講義「鳥海山・飛島の地形と地質について」 秋田大学教授
林　信太郎氏

２ ６／24㈯　9：30～15：30
にかほ市象潟構造改善センター

講義とフィールドワーク「鳥海山の湧水について」 秋田大学教授
林　　武司 氏

３ ７／８㈯　9：30～15：30
鳥海山ジオサイト

フィールドワーク「鳥海山ジオツアー」 秋田大学教授
林　信太郎 氏

以降の日程・内容は調整中です

鳥海山・飛島ジオパーク
　　ガイド養成講座（初級編）と公開講座のお知らせ

　ガイド養成講座初回を公開講座とし、町民の皆さまにジオパークを紹介します。ぜひお気軽にお出
でください。
●日時／６月10日㈯　午前の部：午前９時30分～正午　　午後の部：午後１時～３時30分
●会場／鳥海温泉「遊楽里」 １Ｆ鳥海文化ホール
●内容／「鳥海山・飛島ジオパークの概要」ほか　上記のとおり
　※公開講座は事前申込不要ですので、直接会場へおいでください。
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農地中間管理事業による農用地等の借り手を募集します

　今年度で第８回を迎える2017三十路成人式（でっけ
ど）実行委員を募集します。
　対象は、今年度30歳（昭和62年４月２日～昭和63年
４月１日生まれ）を迎える遊佐中学校卒業生です。
●申込方法／遊人会メールまたはフェイスブックペー

ジ（www.facebook.com/yuujinkai）へ
メッセージで氏名と生年月日をお送りい
ただくか、企画課まちづくり支援係まで
ご連絡ください。

●問／遊人会メール　yuujinkai@gmail.com
　　　企画課まちづくり支援係　☎72-4524
※「遊人会」とは…三十路成人式で得た「繋がり」や
「気づき」を忘れないようにと、第１回三十路成人
式で結成された遊佐町民同窓会です。

　自動車税の納期限は５月31日㈬です。
　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁
税務担当課、コンビニエンスストアのほか、
インターネットを利用してクレジットカードでも納めるこ
とができます。忘れずに期限まで納めましょう。
●問／庄内総合支庁税務課　☎0235-66-2116

　遊佐町役場の電話を保留する時の音楽が、
ふるさとCM「山形のおでこ」の音楽に変
わりました。保留の際は、思わず楽しくな
るような軽快な待ち受け音が流れます。
●問／総務課総務係　☎72-3311

遊佐町役場の電話保留音が変わりました！

平成29年度自動車税（県税）の
� 納税について

　公益財団法人やまがた農業支援センターでは、農地中間管理機構として、農地中間管理事業の推進に関する法律第17条
の規定により、以下のとおり農用地等の借受希望者を募集します。

●応募方法／
　農用地等の借受希望者の募集・受付は遊佐町農業委員
会で行います。申込用紙は遊佐町農業委員会にあります
ので、所定の事項を記入のうえ、ご提出ください。

●募集期間／
　平成29年５月８日㈪～　平成30年１月31日㈬
●取りまとめ日／
　１回目　平成29年８月31日㈭
　２回目　平成29年10月31日㈫
　３回目　平成29年12月28日㈭
　４回目　平成30年１月31日㈬

●募集区域／遊佐町全域
　※借受希望区域が他市町村の場合は、当該市町村への申し込みとなります。

●申し込みに当たっての留意点／
①既に応募しており公表されている方は、申し込み内容

が継続されますので、改めて応募する必要はありませ
ん。

②応募いただいた場合、一部内容を、インターネット等
で公表することになりますので、ご承諾いただく必要
があります。

●問／農業委員会事務局　☎72-5890/FAX72-5896
　　　　　　　　　　　　Email：nokan@town.yuza.lg.jp

　３月に配布いたしました「平成29年度　遊佐町健康カレ
ンダー」の各種個別健診（検診）実施医療機関一覧の内、
下記医療機関での健診実施内容変更がありましたのでお知
らせいたします。
　○本間病院：特定健診・肝炎ウイルス検診を実施します。
　○健生ふれあいクリニック：特定健診は実施しません。
　○庄内余目病院：子宮頸がん、乳がん検診は実施しません。
●問／健康福祉課健康支援係　☎72-4111

「平成29年度遊佐町健康カレンダー」
訂正のお知らせ

　心肺蘇生など応急手当に関する講習会を行います。
●日時／６月18日㈰
　　　　午前９時30分～午後０時30分まで（３時間）
●受付／午前８時45分から
●場所／酒田市飛鳥字契約場35番地
　　　　ひらたタウンセンター（タウンセンター内集会室）
●対象／どなたでも
●定員／30人程度　※定員になり次第締切
●内容／心肺蘇生法と大出血時の止血法、学科と実技、自

動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使い方（講習終了
後、普通救命講習修了証を交付します。）

●講師／応急手当指導員
●費用／350円（テキスト代、教材費）
●持ち物等／筆記用具、動きやすい服装
●申し込み／５月29日㈪まで、申込書を下記問い合わせ先

または最寄りの消防署へ提出してください。
※申込書は、酒田地区広域行政組合消防署HP

からダウンロードしていただくか、最寄り
の消防署にあります。

●問／酒田地区広域行政組合消防署　☎23-3131

三十路成人式実行委員募集

普通救命講習会のお知らせ
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広域情報

コーナー
鶴岡天神祭 鶴岡

　手拭いと編みがさで顔を隠した「化けもの」が市内
のいたるところでお酒やジュースを振る舞います。ま
た様々な催しも行われ、街中が祭り一色ににぎわいま
す。
●期日／５月25日㈭
●場所／鶴岡天満宮、鶴岡公園、
　　　　鶴岡駅前～市内目抜き通り
●内容／天神祭パレード（天神はんくねり、にぎわい
天神パレード）、天狗舞・獅子舞奉納、銘酒コーナー、
おまつり広場（ステージ発表等）、吹奏楽ジョイフル
コンサート、出店（24日～26日）　ほか
●問／鶴岡市観光物産課内
　　　「天神祭実行委員会」事務局
　　　☎0235-25-2111　内線543

酒田まつり 酒田
●期間／5月15日㈪～21日㈰
＜５月15日㈪　神宿開き＞
場所／【上神宿】58区自治会館（北里町）
　　　【下神宿】マリーン5清水屋6階（中町二丁目）
＜５月19日㈮　宵祭り＞
場所／日和山公園ステージ（荒天時中止）

＜５月20日㈯　本祭り＞
時間・内容／正午～午後１時・式台の儀、
　　　　　　午後１時～・山車行列（雨天決行）
場所／マリーン5清水屋前および中心市街地
※19日、20日は中心市街地周辺で交通規制があります。
※時間など詳しくはお問い合わせください。
●問／酒田市観光振興課観光交流係 ☎26-5759
　　　酒田観光物産協会 ☎24-2233

第２回月山龍神マラソン
参加者募集！ 庄内

●期日／10月8日㈰
●場所／清川グラウンド周辺（旧清川関所跡）
●種目／親子ペア
　　　　（1.2km、3km、5km、10km、ハーフ）
●参加費／一般 4,000円、高校生 1,500円、
　　　　　中学生以下 1,000円、親子ペア 2,500円　　
●申込期間／4月21日㈮〜8月12日㈯
●申込方法／インターネット：ランネット、イーマラ
　　　　　　ソンから申込み
　　　　　　郵便振替：大会パンフ添付の払込取扱票
　　　　　　に現金を添えて郵便局に申し込み
●問／月山龍神マラソン実行委員会事務局
　　　（庄内町観光協会）  ☎42-2922

●日時／６月11日㈰
　　　　受付：午前８時30分　開会式：午前８時45分
●場所／遊佐町総合運動公園「鳥海パノラマパーク」
●申込方法／参加希望者（会員以外でも可）は、各地区の

グラウンド・ゴルフ協会支部長に氏名と参加
料（500円）を添えてお申し込みください。

●申込期限／５月22日㈪
●問／遊佐町グラウンド・ゴルフ協会
　　　総務佐藤　☎72-2262

第９回「遊佐町長杯」
グラウンド・ゴルフ大会

参加者募集

お財布にやさしい
燃費向上

環境にやさしい
CO2削減・環境保護

　『エコ通勤』は、マイカーの利用を控え、徒歩や自転車、公共
交通機関を利用する通勤スタイルです。周囲の状況に目を配り、
穏やかな運転を心掛ける『エコドライブ』は安全運転に、また
地球にやさしい「エコ通勤」は、健康増進にもつながります。

＜エコドライブの例＞
・ふんわりアクセル（最初の5秒で時速20㎞が目安）
　	 ⇒10％程度燃費改善
・車間距離にゆとりを持って加速・減速の少ない運転
	 ⇒6％程度燃費改善
・減速時は早めにアクセルを離そう
	 ⇒エンジンブレーキの活用で2％程度燃費改善
・ムダなアイドリングはやめよう
	 ⇒10分間のアイドリングで約130㏄燃料浪費

※出典：エコドライブ普及連絡会『エコドライブ10のすすめ』

●問／地域生活課環境係　☎72-5881

笑顔で実践 新緑さわやか エコドライブ
【春のエコ通勤・エコドライブ
� 推進県民運動実施中】
（実施期間　平成29年4月～5月）

こんにちは！ 遊佐ブランド
� 推進協議会です

　今年度も５名体制で事業をスタートしました。新たな観光
商品や農水産加工品の開発、また人材育成では、介護・看護
分野での雇用拡大のためにセミナーを行い、雇用機会の拡大
をめざします。今年度もどうぞよろしくお願いします。

●問／遊佐ブランド推進協議会／遊佐町創業支援センター
　　　遊佐町遊佐字広表６−１（Ａコープゆざ店２階）　
　　　TEL／FAX：72-3966　E-mail：info@yuza-brand.jp
　　　HP、FBページあります→「遊佐ブランド」で検索

左から　金内 さやか、青山 麗、佐藤 源市(奥）、佐藤 優介、森 雄紀
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森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
金
峰
倶
楽
部
の
活
動

児
童
生
徒
の
活
動
の
場
で
す
。
下
草

刈
り
等
軽
作
業
・
新
緑
の
森
観
察
な
ど

を
行
い
ま
す
。
新
緑
の
森
で
爽
や
か
な

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
６
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
金
峰
少
年
自
然
の
家

▼
費
用
／
５
０
０
円
程
度

　
　
　
　

（
昼
食
・
保
険
等
）

▼
申
込
締
切
／
５
月
31
日
㈬
ま
で
左
記

問
い
合
わ
せ
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
／
金
峰
少
年
自
然
の
家

　
　
　

☎
０
２
３
５
－
24
－
２
４
０
０

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
蜜
ろ
う
そ
く
作
り
＆

        　
お
鷹
ぽ
っ
ぽ
の 

絵
付
け
」

▼
期
日
／
５
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

▼
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
／
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館
特

設
会
場

▼
参
加
費
／
蜜
ろ
う
そ
く
作
り
一
人
４

０
０
円
（
材
料
代
）

　

お
鷹
ぽ
っ
ぽ
の
絵
付
け
一
人
５
０
０

円
（
材
料
代
）

▼

／
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場 

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
／
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館　

☎

64
－
４
６
８
１

箏 

日
本
の
楽
器
体
験
教
室

<
篠
笛 

特
別
講
座
>

   

～
篠
笛
を
吹
い
て
み
よ
う
～

▼▼
日
時
／
５
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～

▼
場
所
／
庄
内
町
文
化
創
造
館
響
ホ
ー

ル
（
小
ホ
ー
ル
）

※
三
川
町
公
民
館
か
ら
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

▼
対
象
者
／
小
学
４
年
生
～
大
人　

先  

着
20
人

※
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
講
師
／
狩
野
泰
一
氏
（
篠
笛
奏
者
）

▼
受
講
料
／
無
料
（
楽
器
代
２
，
６
０

０
円
。
楽
器
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

▼
問
／
山
形
箏
曲
「
彩
音
会
」　

篠
笛

特
別
講
座
係　

☎
０
９
０
－
９
４
２

５
－
８
８
２
４

県
立
農
林
大
学
校

「
平
成
29
年
度
園
芸
教
室
」
受
講
生
募
集

基
礎
的
な
園
芸
の
知
識
と
管
理
作

業
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

▼
期
間
／
５
月
23
日
㈫
か
ら
４
回
（
１

回
２
時
間
）

▼
会
場
／
県
立
農
林
大
学
校「
緑
風
館
」

▼
募
集
人
数
／
花
き
コ
ー
ス
・
野
菜
コ

ー
ス　

各
30
名

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
①
氏
名
②
住
所
③
電
話

番
号
④
希
望
の
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、

左
記
申
し
込
み
先
ま
で
電
話
、
F
A
X

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
５
月
８
日
㈪
必
着
。
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
問
・

／
〒
９
９
６
－
０
０
５
２　

新
庄
市
大
字
角
沢
1
3
6
6　

山
形

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部　

☎
０
２

３
３
－
22
－
８
７
９
４　

F
A
X
０

２
３
３
－
23
－
７
５
３
７

　

Em
ail

：kenshu@
ynodai.ac.jp

県
立
農
林
大
学
校

「
農
業
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
研
修
」

主
要
な
農
業
機
械
の
日
常
の
点
検

整
備
を
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
研
修
で
す
。

▼
日
時
／
第
１
回　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田

植
機
・
管
理
機
：
６
月
27
日
㈫
午
前

10
時
～

　

第
２
回　

刈
払
機
・
動
噴
、
コ
ン
バ

イ
ン
：
８
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

▼
申
し
込
み
／
①
希
望
コ
ー
ス
②
郵
便

番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号
⑥

経
営
内
容
ま
た
は
農
業
法
人
名
を
明

記
の
上
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
／
第
１
回
６
月
６
日
㈫
、

第
２
回
８
月
２
日
㈬

▼
問
・

／
〒
9
9
6
－
0
0
5
2　

新
庄
市
大
字
角
沢
１
３
６
６　

山
形

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

　

☎
０
２
３
３
－
22
－
８
７
９
４

　
F
A
X
0
2
3
3
－
23
－
７
５
３
７

　

Em
ail

：kenshu@
ynodai.ac.jp

※
詳
細
は
あ
ぐ
り
んH

P

（http://
agrin.jp/　

内
テ
ー
マ
別
情
報
『
農

林
大
学
校
』
→
サ
ブ
メ
ニ
ュ
ー
『
研

修
部
』）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

55
歳
以
上
の
方
の
就
活
を

            

応
援
す
る
技
能
講
習

▼
講
習
名
／
①
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

資
格
取
得　

②
玉
掛
技
能
資
格
取
得

▼
期
間
／
①
６
月
12
日
～
14
日
（
３
日

間
）　

②
７
月
６
日
～
７
月
10
日　

︵
３
日
間
︶

▼
場
所
／
①
中
央
機
工
㈱
遊
佐
町　

②

余
目
第
四
公
民
館
︵
予
定
︶　

中
央

機
工
㈱
遊
佐
町

▼
定
員
／
①
15
名　

②
10
名

▼
対
象
／
55
歳
以
上
の
方
で
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

▼
費
用
／
無
料

▼
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
技
能

講
習
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
添
付
申
込
書
か
、

チ
ラ
シ
申
込
書
︵
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

み
設
置
︶
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
日
は
①
５
月
22
日　

②
６
月
14

日
で
す
。

▼
問
／
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会　

☎
０
２
３
－
６
２
６
－

３
５
６
６

ミ
ニ
学
習
会「
が
ん
治
療
中
の
食
事
に
つ
い
て
」

と
患
者
サ
ロ
ン
開
催
の
お
知
ら
せ

日
本
海
総
合
病
院　

が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
の
方
々
と
と
も
に
病
気
に

関
す
る
知
識
を
深
め
た
い
と
思
い
、
ミ

ニ
学
習
会
「
ま
な
び
あ
い
」
と
患
者
サ

ロ
ン
を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
５
月
31
日
㈬　

午
後
２
時
～

　
　
　

午
後
４
時

▼
場
所
／
日
本
海
総
合
病
院　

１
階　

 

　
　
　

第
２
会
議
室

▼
対
象
／
が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

▼
内
容
／
「
が
ん
治
療
中
の
食
事
に
つ

　
　
　

い
て
」

▼
参
加
費
／
無
料

▼

／
当
日
会
場
へ

▼
問
／
日
本
海
総
合
病
院　

が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
26
－
５
２
８
２

お知らせ
YUZA
INFORMATI

ON

月光川ダム・サイレン吹鳴
　下記期日に、月光川ダムの洪水対応演習を行います。午前９時から午後５
時の間に月光川沿いの各警報局においてサイレンを数回鳴らします。火事な
どと間違われませんよう、お願いします。
●管理演習／５月１２日（金）
●問／山形県庄内総合支庁河川砂防課ダム管理担当　☎0235-66-5634
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平
成
29
年
度
山
形
県
調
理
師
試
験

▼
日
時
／
10
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分

　
　
　

～
３
時
30
分

▼
場
所
／
山
形
県
庁
（
山
形
市
）

▼
願
書
配
布
場
所
／
各
保
健
所
生
活
衛

生
課
（
室
）

▼
願
書
受
付
期
間
／
６
月
15
日
～
30
日

（
閉
庁
日
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
／
最
寄
り
の
保
健
所
生
活

衛
生
課
（
室
）
ま
で
願
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
問
／
県
食
品
安
全
衛
生
課
食
品
衛
生

企
画
担
当　

☎
０
２
３
－
６
３
０
－

２
３
２
９

第
25
回
山
形
県
作
業
療
法
学
会
一
般
公
開
講
座

「
認
知
症
に
つ
い
て
の
数
々
の
誤
解
」

▼
日
時
／
５
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～
２

時
30
分
（
受
付
12
時
30
分
～
）

▼
場
所
／
酒
田
市
公
益
研
修
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
／
小
林
和
人
氏
（
医
療
法
人
山

容
会　

山
容
病
院　

理
事
長
）

▼
費
用
／
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
／
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科　

☎
23
－
１
１
１
１

（
担
当　

後
藤
）

精
神
保
健
福
祉
相
談

地
域
の
心
の
健
康
を
支
え
る
保
健

所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
※
相
談
さ
れ
た
方
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
偶
数
月
：
第
１
月
曜
日
：
午

後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

　

５
月
、９
月
、３
月
：
第
１
木
曜
日
：

酒田市休日診療所　5月の診療日
　急病や軽いけがのときにおいでください。保険証を忘れずにお持ちください。
●診療日／３日㈷、４日㈷、５日㈷、７日㈰、14日㈰、21日㈰、28日㈰　
●受付時間／午前８時30分～11時30分、午後１時～４時30分
●場所／市民健康センター別館（酒田市船場町二丁目1-31）
●問／市民健康センター別館　☎21-5225（診療日のみ）
　　　酒田市健康課健康係　☎24-5733（平日午前８時30分〜午後５時15分）

【日 に ち】平成29年5月28日（日）
【受付時間】午前9時30分～10時45分
【供養開始】午前11時～
　※ご寺院様より読経いただきます。
　　読経終了後の持ち込みはご遠慮願います。
【持ち込み対象】ひな人形・節句人形・ぬいぐるみ等。
　※附属ケースや備品はお受けできません。
【供 養 料】(税込)１体300円。4～10体は1,000円。
　11体以上は１体につき300円。
　※人形の全長10㎝以下は２体で１体となります。
【お申し込み方法】お電話で事前にお申し込みの上、　　
　当日、セレモニーホール遊佐へご持参ください。
　※お申し込みの際　①人形の個数　②お客様のお名前
　　③ご住所　④お電話番号　をお伺いいたします。

午
後
２
時
３０
分
～
４
時
３０
分

　

７
月
、11
月
、１
月
：
第
１
水
曜
日
：

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
酒
田
農
業
技
術
普
及
課
（
旧

酒
田
保
健
所
）

▼
費
用
／
無
料

▼
問
・

／
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課　

精

神
保
健
福
祉
担
当　

☎
０
２
３
５
－

66
－
４
９
３
１

ひ
き
こ
も
り
相
談

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
を
左

記
の
日
程
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※
相
談
さ

れ
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
毎
月
第
４
火
曜
日　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
１
階

▼
費
用
／
無
料

▼
問
・

／
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課　

精

神
保
健
福
祉
担
当　

☎
０
２
３
５
－

６
６
－
４
９
３
１

５
月
の
連
休
の

休
日
歯
科
診
療
開
設
日
の
お
知
ら
せ

▼
診
療
時
間
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

午
後
５
時

５
月
３
日
㈷
五
十
嵐
歯
科
医
院　

　

亀
ケ
崎
四
丁
目
５
－
50　

☎
23
－
２

　

３
８
２

５
月
４
日
㈷
土
門
歯
科
医
院　

遊

　

佐
字
前
田
４
－
９　

☎
72
－
４
５
３

　

３

　

５
月
５
日
㈷
石
塚
歯
科
医
院　

浜
田

　

二
丁
目
６
－
10　

☎
23
－
６
６
１
７

「
借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
の
ご
案
内

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
返
済
で
お
困
り
の
方
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が

借
金
の
状
況
等
を
お
伺
い
し
、
必
要
に

応
じ
て
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
引
き

継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
専
用
電
話
／
☎
０
２
３
－
６
４

１
－
５
２
０
１

▼
場
所
／
山
形
市
緑
町
２
－
15
－
３

（
山
形
工
業
高
校
東
側
）

▼
受
付
／
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）　

午
前
８
時
30
分

～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時
30
分（
原

則
と
し
て
）

▼
問
／
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課　

☎

０
２
３
－
６
４
１
－
５
１
７
８

アークベルグループ
セレモニーホール遊佐	人形供養

☆お問合せ先☆　セレモニーホール遊佐
住所：遊佐町遊佐字川端６　電話：72-4655
フリーダイヤル：0120-24-7633

勤 務 地 海浜自然の家 海浜自然の家分館
(山形県金峰少年の家)

職種・内容
【責任者】
調理､盛付､洗浄

請求書作成､集金業務
調理､盛付､洗浄 調理員

雇 用 期 間 5月中旬～10月中旬

勤 務 時 間 8:00～17:00 ①10:00～14:00
②15:30～19:30 6:00～9:30

給 与
時給850円

※10月終了時特別手当
支給有り　最大6万円

①時給800円
②時給850円 時給900円

選 考 方 法 面　接

そ の 他 調理経験あれば尚可
繁忙時は、通し番もあります。朝食は支給します。

問 大山食品株式会社　☎0235-22-1122

■雇用の広場

　地価調査・地価公示については、５月１５日お知ら
せ号にて掲載します。
●問／企画課企画係　☎72-4523

地価調査・地価公示について

☆相続セミナー同時開催☆
午前10時～10時45分（予約不要・参加無料）
☆お楽しみ抽選会同時開催☆　空くじなし！！
☆当日アークベル互助会にご入会されたお客様へ☆
焼菓子の詰合せをプレゼントいたします！！
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旧青山本邸� ☎75-3145

₈日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪

町民体育館� ☎72-5454

₈日㈪・22日㈪

総合福祉センター� ☎72-4715
₃日㈬・₄日㈭・₅日㈮・₆日㈯・
₇日㈰・13日㈯・14日㈰・20日㈯・
21日㈰・27日㈯・28日㈰

あぽん西浜� ☎77-3333

₈日㈪・22日㈪

休館日のご案内

日 曜日 時　間 事　　　項

２ 火 町民体育館一般開放日

６ 土 8：00～ 遊佐中学校剣道錬成大会（町体）　～７日㈰

11 木 19：30～ 英会話講座①（生涯学習センター）

13 土
9：00～ 遊佐地域づくり協議会「わんぱく広場」開級式（町体）

9：00～ 春の山野草展（生涯学習センター）　～14日㈰　※14日は16時まで

16 火 町民体育館一般開放日

22 月 教職員研修会（生涯学習センター）

25 木
8：00～ 第35回ゲートボール協会春季大会（中央公園）

19：30～ 英会話講座②（生涯学習センター）

28 日 8：30～ 山形県高校総体リハーサル　剣道競技（町体）

トレーニングルーム相談日　５月11日㈭・16日㈫・25日㈭ 18：30～19：30　18：30受付
※参加希望の方は、午後６時30分まで町民体育館２階事務室で受け付けを済ませてくだ
　さい。
※11日、16日は町民体育館、25日は農業者トレーニングセンターでの実施となります。
※都合により日程が変更となる場合があります。ご了承ください。

生涯学習カレンダー

おえかき
だいすき!

 藤崎保育園　五日町
坪沼すみれちゃん（５歳）
父・雪　人さん
母・陽　子さん

掲載した絵は役場正面入口ロビーに展示しています。

「ママとおさんぽ　
　　　　　たのしいな！」

5月の各種相談

●心配ごと相談【総合福祉センター　午後1時～３時】
　31日㈬

●行政相談【遊佐町役場　101会議室　午後1時～3時】
　17日㈬　相談員／菅原三康・佐藤正子
　問／総務課総務係　☎72-3311

●教育なんでもダイヤル相談【午前9時～午後5時】
　10日㈬・17日㈬・24日㈬・31日㈬
　相談員／遊佐町教育相談員
　＊面談による相談も受付けます。
　問／遊佐町適応指導教室「友遊スクール」 ☎72-3413

文
芸
遊
佐

短 

歌
遊
佐
町
短
歌
会

＊
今
月
は
短
歌
で
す

＊
来
月
号
の
掲
載
は
俳
句
と
な
り
ま
す
︒

　

ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

人
の
瞑
り
安
ら
ぐ
塚
と
思
は
せ
て
円
墳
に
似

る
丘
春
の
い
ろ�

阿
部
　
京
子

高
校
の
先
輩
富
山
弥
の
訃
次
は
わ
れ
か
と
真

実
思
ふ�

前
田
　
伸
一

鳥
海
の
水
に
護
ら
れ
幾
千
年
出
土
の
漆
器
は

朱
を
保
て
り�

大
園
　
智
哉

力
強
き
翼
に
白
鳥
渡
り
行
く
姿
に
祈
る
長
き

道
程�

安
部
　
節
子

冬
囲
ひ
除
き
隣
が
近
く
な
り
開
け
た
る
窓
に

会
話
が
弾
む�

池
田
　
　
久

立
枯
れ
の
芒
の
原
を
縫
ふ
ご
と
く
春
の
水
流

る
る
麓
明
る
し�

池
田
恵
美
子

春
告
げ
る
里
の
恵
を
い
た
だ
き
し
蕗
の
薹
味

噌
娘
に
持
た
せ
た
り�

荒
川
千
恵
子

再
婚
の
噂
さ
確
め
む
と
訪
れ
て
明
る
き
窓
に

安
ら
ぐ
わ
れ
か�

石
川
　
幸
子

ど
う
読
む
か
読
み
返
せ
ど
も
解
せ
ぬ
短
歌
秀

作
と
す
る
紙
面
疑
ふ�

菅
原
　
　
功

豚
や
牛
が
米
食
ふ
時
代
も
や
も
や
と
減
反
廃

止
を
告
げ
て
春
来
る�

佐
藤
　
幹
夫

5月 生涯学習センター
☎72-2236

の
学び学び

広場広場
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3日
㈬

4日
㈭

6日
㈯

7日
㈰

5日
㈮

大型絵本
リクエストで
読みます!

えいがわーるど
短編アニメーション上映会

大型紙芝居
種まきじいさん　他
コンクール受賞作をおひろめ！

せかいのむかしばなし
まほうのじゅうたん
おはなし会

ゆざの
とんぴんかだり
語り部さんが来ます！

　各展示のくわしい内容やブックリストは、図書館Webサイ
トでご覧ください。毎週の新刊案内・予約もこちらから！
http://yuzamachi-yamagata.or.jp/

◎町立図書館５月利用案内
平　日　午前9時30分～午後7時
土日祝　午前9時30分～午後5時
休館日　５月１日㈪・15日㈪図書館だより

古
代
の
息
づ
か
い
を
現
代
へ

〜
遊
佐
町
の
文
化
財
紹
介
〜

吹
浦
田
楽
舞

山
形
県
無
形
民
俗
文
化
財

平
成
5
年
12
月
3
日
指
定

　

吹
浦
田
楽
舞
は
、
鳥
海
山
大
物
忌
神
社

吹
浦
口
ノ
宮
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
芸
能
の

名
称
で
、
現
在
で
は
５
月
４
日
の
宵
祭
、

５
月
５
日
の
例
大
祭
の
二
日
間
に
演
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
田
楽
舞
は
花
笠
舞
と
も
呼

ば
れ
、
舞
手
８
人
・
弓
取
２
人
・
先
払
１

人
・
楽
人
３
人
（
太
鼓
１
・
笛
２
）
の
１４

名
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

花
笠
は
、
古
く
か
ら
舞
手
が
各
家
で
作

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
保
存
会
会
員
が

斎
館
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
笠
は
、
直
径

約
1
1
0
㎝
で
竹
を
削
い
で
編
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
周
り
に
は
紙
の
シ
デ
が
60
本
張

り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
笠
に
つ
い
た
花

は
「
稲
の
花
」
を
、
笠
か
ら
垂
れ
る
シ
デ

は
「
雨
」
を
、
手
に
持
つ
サ
サ
ラ
（
独
特

の
音
を
出
す
編
木
）
は
「
蛙
の
鳴
き
声
」

を
表
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

舞
手
の
衣
装
は
、
黒
紋
付
に
綾
錦
の
袴ハ

カ
マ

、

股モ
モ

立ダ

ち
を
と
り
、
白
の
襷タ

ス
キ

を
左
肩
に
懸
け
、

腰
に
太
刀
、
白
の
脚キ

ャ

絆ハ
ン

に
草ワ

ラ
ジ鞋

と
、
さ
な

が
ら
武
士
の
い
で
立
ち
で
す
。

　

舞
の
形
は
様
々
で
す
が
、
基
本
は
４
人

ず
つ
二
列
と
な
り
、
左
右
交
差
し
た
り
し

て
花
を
揺
ら
す
よ
う
に
し
て
舞
い
ま
す
。

脚
を
大
き
く
挙
げ
、
大
き
な
音
を
た
て
、

回
転
し
な
が
ら
舞
い
ま
す
。
楽
の
調
べ
が

サ
サ
ラ
や
足
音
に
同
調
し
、
幽
玄
で
あ
り
、

ま
た
勇
壮
な
舞
で
す
。

　

舞
の
奉
納
が
終
わ
る
と
舞
人
達
は
花
笠

を
は
ず
し
て
、
４
日
の
宵
祭
で
は
生
花
を

配
り
、
５
日
の
例
大
祭
で
は
造
花
を
舞
台

の
上
か
ら
観
客
め
が
け
て
投
げ
ま
す
。
観

客
は
争
っ
て
花
を
奪
い
合
い
、
五
穀
豊
穣

の
お
守
り
に
し
て
い
ま
す
。

●
問
／
教
育
課
文
化
係　

☎
72︲５
８
９
２ ５月５日例大祭の花笠舞

本が好きな子どもを育む（遊佐町子ども読書活動推進計画のテーマ）

☎ 72−5300　FAX 72−5301

イ
ベ
ン
ト

テ
ー
マ
展
示

◆まほうのじゅうたん・おはなし会� （素語り）
　【町立図書館にて】　5月6日（土）10時30分～
◆えいがわーるど� （幼児～児童向け短編上映会）
　【町立図書館にて】　5月7日（日）10時30分～
◆わくわくらんど� （０～３歳向けおはなし会）
　【子どもセンターにて】　5月10日㈬　11時～
◆おはなしひろば� （子ども向けおはなし会）
　【町立図書館にて】　5月27日㈯　10時30分～

【第１展示コーナー】	コドモのキモチ�（子どもの心を描いた絵本）
【第２展示コーナー】	読んでから見る？ 見てから読む？�（映像化原作本）
【第３展示コーナー】	新しいこと はじめよう�（初心者向け実用書）
【玄関ショーケース】	物語の生まれるところ�（作家の伝記・評伝）
（内容･開始終了時期は、時事により変更の場合があります）

ＧＷは毎日イベント！
すべて参加無料･事前申込不要です

場  所 遊佐町立図書館　視聴覚講座室
時  間 午前10時30分から11時くらいまで

※すべての日程で、同じ場所・同じ時間開催です。

遊
佐
町
の
文
化
財
　
そ
の
29
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くらしの情報

め ごん
わが家の

下藤崎一区

元気で優しい子に
育ってね

日にち 受　付 事　業　名 対　　　象
5/9㈫ 9:15~9:30 9~10か月児育児相談 平成28年7月~8月生まれの方　

5/16㈫ 13:00~13:15受付 1歳6か月児健診 平成27年10月~11月生まれの方
5/24㈬ 9:30~9:40受付 2歳6か月児歯科健診 平成26年7月~9月生まれの方
6/8㈭ 13:00~13:15受付 3歳児健診 平成26年2月~3月生まれ

6/11㈰ 9:00~11:30受付
歯の無料検診と相談
（ご希望の方はフッ素
塗布ができます）

健　康　カ　レ　ン　ダ　ー

※母子健康手帳の交付について
・母子健康手帳の交付（妊娠届）は、毎週月曜日午後１時30分～３時に行いま

す。月曜日に都合がつかない方は、事前にお電話をください。
・印鑑と、マイナンバーがわかるもの（マイナンバーカードまたは通知カード）

をお持ちください。
・母子健康手帳は妊娠11週までに交付を受けましょう。

※幼児の健診においでの際は歯みがきを済ませ、歯ブラシをご持参ください。
※ゆざ健康マイレージカードをお持ちの方はご持参ください。

～ひとりで悩まずご相談ください～
♥健康福祉課健康支援係	 ☎72-4111（平日8：30〜17：15）
♥庄内保健所地域保健福祉課	 ☎0235-66-4931（平日8：30〜17：15）
♥山形いのちの電話	 ☎023-645-4343（13：00〜22：00年中無休）

こ こ ろ の 相 談 窓 口

今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
！

    

ゆ
ざ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

 

　
自
転
車
当
選
‼

　

今
ま
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
や

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
初

め
は
ど
ん
な
感
じ
か
な
と
思
い
ま

し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
負
担
な
く

参
加
で
き
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は

健
診
、
歯
の
無
料
検
診
、
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
な
ど
に
参
加
し
て
貯
め

ま
し
た
。

　

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
き
っ
か
け

に
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
関
心
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
少
し
運
動
し

て
み
よ
う
か
な
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
度
は
家
族
ぐ
る
み

で
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
！

●
問
／
健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

　
　
　

☎
72
－
４
１
１
１

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
ゆ
ざ

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
に
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

4
6
5
名
の
方
が
20
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得

さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
抽
選
で
41
名
の
方

に
景
品
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。
当
選
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

20
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ら
れ
た
方
に
お

た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、
健
診
や
健
診
結

果
説
明
会
、
集
落
で
の
健
康
教
室
、
各

地
区
の
健
康
大
会
な
ど
に
参
加
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
方
が
多
い
よ
う
で

し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
「
ゆ
ざ
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
20
ポ
イ
ン
ト
で
満
点
に
な
る

他
、
プ
ラ
ス
10
ポ
イ
ン
ト
（
合
計
30
ポ

イ
ン
ト
）
を
貯
め
る
と
抽
選
に
２
口
応

募
で
き
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
象
事
業
も
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

父：光さん　母：結花さん
堀　希

ま ひ ろ

優 ちゃん　H26.12.17生まれ

阿部　舞
ま は な

花ちゃん
（石　辻）

富樫　太
たいよう

陽くん
（境　田）

佐藤　鷲
しゅうま

真くん
（上藤崎二）

阿部　歌
か は な

花ちゃん
（石　辻）

鈴木　柚
ゆ ず ね

音ちゃん
（十里塚）

斎藤　一
いっせい

聖くん
（旭ヶ丘）

石井　莉
り こ

心ちゃん
（六日町）

土門　宗
しゅうぎ

義くん
（十里塚）

祢津　　新
あらた 

くん
（十日町）

須田　開
か い り

吏くん
（上藤崎二）

（金俣）友野由佳さん

むし歯０

４月14日の歯科検診で
むし歯が一本もなかった
お友だちを紹介します。

ゼロ

えらいね すごいね
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遊佐町の人口

3.13 阿　 　匠
たく

　未
み

くん
（裕 ・美穂） 駅前一区

3.23 佐　藤　美
み

　裕
ひろ

ちゃん
（満裕・歩美） 升 川

3.25 小野寺　蒼
あお

　桃
と

くん
（学・亜美） 服部興野

3.25 佐藤　泰幸♡充希 升 川

4. 3 金野　勇武♡かずみ 上大内

3.15 本　間　す　み （92） 楸 島

3.23 時　田　　　勲 （85） 上大内

3.23 荒　井　俊　子 （81） 下当上

3.25 碇　谷　　　信 （84） 南 山

3.26 石　垣　リツ子 （99） 上藤崎一

3.26 土　門　一　郎 （80） 駅前二区

3.26 髙　橋　武　夫 （78） 北宮田

3.27 阿　部　た江子 （90） 下野沢

3.28 髙　城　德吾郎 （90） 金 俣

3.29 本　間　文　夫 （79） 増 穂

3.29 小野寺　　　健 （85） 樽 川

3.30 佐　藤　春　治 （85） 楸 島

3.31 伊　藤　きみこ （94） 平 津

4. 3 髙　橋　　　和 （92） 宿町五

4. 3 齊　藤　静　子 （90） 十日町

4. 3 池　田　さかゑ （73） 袋 地

4. 4 髙　橋　　　守 （82） 宿町一

4. 4 髙　橋　義　一 （72） 西 浜

4. 9 繁　田　 　一 （81） 田 中

3月11日〜4月10日届出分

お誕生おめでとう

ご結婚おめでとう

ご冥福をお祈りします

子育て
カレンダー 5月

保育園
問・申込み先

◎遊佐保育園　☎72-2248　　◎藤崎保育園　☎76-2008
◎吹浦保育園　☎77-2031　　◎子どもセンター　☎72-5858
◎子育て支援センター（子どもセンター内）　　☎72-2809

育児相談（電話・面接）　毎週月曜日〜金曜日　9：00〜17：00

子どもセンター一般開放　 毎週月～日曜日　9:00～17:00　※12/29～1/3の年末年始休館を除く全日
未就学児、小学生のお子さんとその家族の皆さんであればどなたでもご利用できます。
未就学児のお子さんは、必ず保護者の付き添いのもと危険のないように遊ばせてくださるようお願いします。

今月の のびのび広場

今月の 0・1広場

今月の つくってみよう

今月の あそびの広場							     

今月の すくすくクラブ

今月の らくらく育児講座

今月の センター事業

今月の すこやか育児相談会	

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

12 金 のびのび広場 ₉：30〜
11：30

子どもセンター
集会室

２歳児以上の身体測定ができます。
１年間の測定カードを準備しております。 なし

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

19 金 0•1広場 ₉：30〜
11：30

子どもセンター
集会室

身体測定、離乳食相談もできます｡
母子手帳をお持ちください。 なし

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

10
11

水
木

母の日
プレゼント

作り
10：00〜 子どもセンター

集会室
親子で母の日のプレゼントを作
りましょう。

申込不要
材料が無くなり次第
終了となります。

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

17 水 いちご狩り	 10：30〜
11：30

子どもセンター
集会室

JAそでうらのいちご園に行き
ます。親子でいちご狩りを楽し
みましょう♪

5/1㈪〜5/10㈬
子育て支援センター

先着20組

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

22 月 成長記録
カード制作

10：00〜
11：00

子どもセンター
集会室

身長体重を測り、手形を押して
成長記録カードを作ります。作
ってからはみんなでおやつを食
べながらどんな活動がしたいか
話し合いましょう。

すくすくクラブはサーク
ル活動です。メンバー
は、随時募集しておりま
すので、興味のある方は
スタッフまで声をかけて
くださいね。

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

25 木 離乳食を
作ろう

10：00〜
11：30

子どもセンター
集会室・調理室

初めてのママになる方、離乳食
の進め方で悩んでいる方、管理
栄養士の星川先生と一緒に離乳
食を作ってみませんか？詳しく
は「わくわくめーる」をご覧く
ださい。

5/1㈪～5/19㈮
子育て支援センター

先着7組

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

24 水 ストレス
ケア

10：00〜
11：30

子どもセンター
集会室

「こころすたじお」の齋藤瑞穂
先生がストレッチをしながら、
丁寧に心身のケアをしてくれま
す。お子さんは託児します。

5/1㈪～5/19㈮
子どもセンター

先着8名

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

9 火 すこやか
育児相談会	

₉：30〜
１１ ： ３０ 防災センター 専門の先生が来ての育児相談で

す。完全予約制になっています。
健康支援係
☎72-4111

　わくわくらんどは５月10日㈬の11時頃から始まります。何をするかはお楽しみに！
※各事業の内容は毎月の広報ゆざで随時お知らせしますが、日程が変更になる場合もありますので、ご了承ください。
※町内各保育園の支援スペースも開放しております。遊びに行く際は、各保育園にお問い合わせください。

計／14,260（-44）
男／ 6,774（-14）
女／ 7,486（-30）

世帯数／ 4,984（-１）
※3月末現在（　）内は前月比 

★広報４月15日号に折り込まれた「遊佐町子どもセンター」のお知らせ広告で、藤崎保育園と吹浦保育園 
　の電話番号に記載ミスがありました。訂正してお詫びいたします。
◦藤崎保育園☎76-2008　◦吹浦保育園☎77-2031
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会
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時
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印
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企
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広
 報

佐
藤
政
養
の
あ
し
あ
と

炉
辺
余
話

　

勝
海
舟
は
、
嘉
永
６
（
1
8
5
3
）
年
6

月
の
ペ
リ
ー
来
航
時
か
ら
海
軍
の
必
要

性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

  

幕
府
が
設
立
し
た
神
戸
海
軍
操
練
所
お

よ
び
海
舟
の
私
塾
で
あ
る
海
軍
塾
は
、
海

舟
の
海
軍
構
想
が
基
に
な
っ
て
お
り
、
操

練
所
、
海
軍
塾
の
実
現
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
佐
藤
政

養
で
し
た
。

　

元
治
元
（
1
8
6
4
）
年
初
冬
、
海
舟

は
海
軍
に
つ
い
て
の
想
い
を
「
孤こ

ふ
ん憤
」

と
題
す
る
論
文
で
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

『
政
養
佐
藤
与
之
助
資
料
集
』（
昭
和

50
年
、
佐
藤
政
養
遺
墨
研
究
会
編
）
に

全
文
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
政
養
自
ら

筆
写
し
て
所
蔵
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
見

れ
ば
、
意
見
に
は
大
い
に
同
感
し
共
鳴

し
た
も
の
、と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。「
孤

憤
」
の
註
に
は
、
論
文
を
三
木
内
文
蔵

と
い
う
人
物
が
、
大
坂
に
居
た
政
養
宛

て
に
送
っ
た
も
の
、
と
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
「
孤
憤
」
は
、
昭
和
58
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
勝
海
舟
全
集
22
－
秘
録
と
随

想
』︵
講
談
社
︶
に
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

海
軍
に
賭
け
て
い
る
海
舟
の
気
持
が
よ

く
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
で
、
佐
藤
与

之
助
の
資
料
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
、

と
解
題
に
記
さ
れ
て
い
ま
す

　

「
…
吾
常
に
論
ず
、
当
今
の
急
務
、
海

軍
に
あ
り
、
海
路
開
け
ば
、
宇う

だ
い内
を

周
遊
し
、
胆た

ん

識し
き

遠
大
、
彼
を
知
る
べ
し
。

邦
内
瑣さ

さ々

の
小
節
、
豈あ

に

思
慮
を
煩

わ
ず
ら
わす

に
足
ら
ん
や
と
。
議
者
難
じ
て
云
う
、

海
軍
興
起
し
、
術
業
邦
内
整
頓
な
ら

ざ
れ
ば
能あ

た

は
ざ
る
べ
し
、
内
治
を
末

に
し
外
事
を
初
め
と
す
、
恐
ら
く
は

道
理
に
反
せ
ん
か
…
ゆ
え
に
云
う
、

方
今
の
急
務
、
武
備
に
在
り
。
武
備

は
海
軍
よ
り
先
成
る
は
な
し
…
」 

  

と
あ
り
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
海
舟
は
自

ら
の
海
軍
構
想
を
、
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。

　

「
…
文
久
の
初
め
、
攘
夷
の
論
甚は

な
はだ

盛さ
か
んに

し
て
、
摂
海
守
備
の
説
、
ま
た

囂ご
う
ご
う々

た
り
、
予よ

建
議
し
て
曰
く
、
宜

よ
ろ
し

く
其そ

の

規
模
を
大
に
し
、
海
軍
を
拡
張

し
、
営
所
を
兵
庫
・
対
馬
に
設
け
、

其
ひ
と
つ
を
朝
鮮
に
置
き
、
終つ

い

に
支

那
に
及
ぼ
し
、
三
国
合が

っ
し
ょ
う従
連れ

ん
こ
う衡
し
て
、

西
洋
諸
国
に

抗
す
べ
し
と
。

朝
廷
、
予
の

建
議
を
賞
美

し
、
昭
徳
公

（
徳
川
家
茂
）

ま
た
こ
れ
を

嘉か
の
う納
す
。
三

年
癸き

亥が
い

︵
文

久
３
年
︶、
公
︵
徳
川
家
茂
︶
蒸
気
船

に
塔マ

マ

じ
て
大
坂
よ
り
播
州
に
至
る
の

海
浜
を
巡
視
し
、
兵
庫
よ
り
上
陸
し
、

神
戸
小
野
浜
に
至
り
て
、
海
軍
営
所

建
築
の
地
を
自
身
指し

画か
く

せ
ら
れ
た
り

…
」『
勝
海
舟
全
集
21
－
氷
川
清
話
』

（
昭
和
58
年
、
講
談
社
刊
）

　

こ
の
構
想
が
、
神
戸
海
軍
操
練
所
の

創
設
と
な
っ
て
具
現
化
し
た
の
で
し
た
。

す
な
わ
ち
海
防
は
日
本
だ
け
で
行
う
も

の
で
は
な
く
、
海
軍
操
練
所
（
海
軍
局
、

海
局
、
海
軍
所
と
も
い
い
ま
し
た
）
を

は
じ
め
に
兵
庫
、
対
馬
に
建
設
し
、
つ

い
で
朝
鮮
に
、
そ
し
て
清
国
に
も
建
設

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
将
来
的
に
は

こ
の
三
国
を
も
っ
て
連
合
艦
隊
を
組
織

し
、
西
欧
列
強
に
伍
し
て
ゆ
く
と
い
う
、

い
わ
ば
東
ア
ジ
ア
の
対
西
欧
防
衛
体
制

を
構
築
し
よ
う
と
す
る
、
壮
大
な
構
想

で
し
た
。
神
戸
海
軍
操
練
所
は
、
あ
く

ま
で
そ
の
構
想
の
一
環
だ
っ
た
、
と
い

え
ま
す
。
そ
し
て
神
戸
海
軍
操
練
所
の

補
完
機
能
と
し
て
勝
海
軍
塾
も
あ
っ
た

の
で
し
た
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
勝
海
舟
の
海
軍

構
想
の
実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
の
は
、
佐
藤
政
養
だ
っ
た
の
で
す
。

増
田
　
恒
男

第
38
回勝

海
舟
の
海
軍
構
想

　新年度が始まり１ヶ
月が経ちました。

 環境が変わった人たち
も慣れたころ。ゴール

デンウイーク　心も身体も休めて リ
フレッシュ お祭り 田植え 懐かしい人
たちとの再会 おでこの町 遊佐町は春
の息吹きを感じるいい季節です。 

広報担当　好　

雑感

勝海舟撰文の海軍営之碑

神戸海軍操練所跡

　４月８日、高瀬小学校で入学式が行われました。
今年は男女合わせて17名のお友だちが入学。入学式
では元気いっぱいの返事をしました。

表
紙
の
写
真

 

高
瀬
小
学
校
入
学
式
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